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東日本大震災の教訓として，減災の観点から，自然災害の経験や知恵を伝承することの重要性があげら

れる．実際，「津波てんでんこ」という教訓が岩手県釜石市を中心に児童に広く伝承されており，東日本

大震災発生時には児童の多くがその教訓を実践し，釜石市の小中学生の犠牲者はほとんど出なかったと報

告されている．そのため、過去の自然災害の伝承に着目し，どのような人々や内容が伝承する傾向にある

かのを把握し，それを踏まえて，技術者等の専門家が地域の防災計画や施策に活用することが重要である

と考える．そこで本稿では，過去の自然災害の伝承経験者と伝承・被伝承の内容について分析し，その特

性について把握していった． 
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1. 序論 

 

自然災害の常襲地域の多くは，自然災害をやりすごす

ための教訓や知恵が後世へ伝承されている1)．例えば，

伊勢湾台風等の水害の被害を度々受けてきた三重県長島

町では，水害から命や財産を守るために「堤防が切れた

ら堤防に逃げろ」といった言い伝えが伝承されている．

しかし，防潮堤や社会基盤施設の進展に伴い，安住環境

が形成されたものの，こうした過去の自然災害の教訓や

言い伝えが風化されていき，災害時において適切に避難

できず，逃げ遅れにつながることが指摘されている．実

際，東日本大震災で多大な被害を受けた岩手県宮古市田

老地区では，高さ10ｍの防潮堤が市街地を取り囲む形で

築造されていたが，その防潮堤を超えて津波が市街地を

押し寄せ，防潮堤の依存による安心感から多くの地域住

民が逃げ遅れてしまい，多大な被害をもたらしたと報告
2)されている． 

以上から，空間的に自然災害を制御するハード整備等

の地域性を超えて防災の側面を前面に打ち出して戦略の

みを図っていくことは，想定外の自然災害に対処できな

いと思われる．自然災害と共生しながら，地域で蓄積さ

れた災害にまつわる教訓や知恵を地域資源として捉え直

すとともに，こうした知恵や経験を集落内の共有知とし

て伝承し，後世に災害の教訓として活かすことで，災害

に対処できる集落が構築できるのではないかと考える．

また，地域単位で過去の自然災害について伝承すること

で，災害当時の地域の様子，生活様式，慣習・文化等が

掘り起こされるため，災害当時の暮らしと現在の暮らし

とを対比させることで，望ましい空間や社会システムの

あり方を導き出すことができると考える．防災・復興計

画やまちづくりにおいて，地域性を考慮することの重要

性が指摘3)されているが，事前に過去の災害の教訓や経

験について聞きとることで，掘り起こされた地域の特性

を把握することができ，それらの特性を踏まえて地域の

防災・復興計画や施策に活用することができるのではな

いかと考える． 

そこで本稿では，過去の災害伝承経験者の特性を把握

するとともに，地域内で受け継がれている過去の自然災

害の伝承・被伝承の内容について分析し，その特性につ

いて把握することで，地域内における過去の自然災害に

関する伝承を広げる意義について考察することを目的と

する．なお，本稿で対象とする伝承は，口頭によるもの
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を対象とし，直接経験を問わず，過去の自然災害の経験

や教訓を口頭で誰かに伝えることとする。また、被伝承

とは、直接経験を問わず、過去の自然災害の経験や教訓

を誰かから聞くこととする． 

 

(2) 既往研究のレビューと本研究の位置づけ 

本研究と関連する既往研究をレビューしながら、本研

究の位置づけについて述べる．過去の自然災害の教訓を

伝承することの重要性は多くの文献で指摘4)5)されている．

例えば，田中ら4)は，地域における過去の被災体験を将

来にわたって伝えていくことが地域の災害文化の育成の

ために重要であるとしている．また、藤森5)は，災害文

化の伝承を機能させ，避難行動に有効に結びつけること

も，今後の防災対策の重要課題になっているとし，避難

行動の観点から災害文化の伝承を機能させることの重要

性を説いている． 

また、前述したように、近年、ソフト面からの防災対

策として、過去の自然災害の伝承を防災教育や防災対策

に活用した研究が蓄積6)7)8)されつつある。例えば、松尾

ら6)は、人々の防災意識を高め、自助・共助・公助の協

働による強力な地域防災力を形成してゆくためには、過

去の災害に関する言い伝えが役立つとしている。このよ

うな観点から、四国各地に伝わる自然災害の言い伝えを

収集・集約し、それを今日の防災対策に生かせるように

解釈している． 

これらの研究を概観すると，被災経験や教訓を伝承す

ることは災害文化の形成や防災意識の観点から重要であ

ること認められているものの，生活防災の観点からその

意義について考察している研究や，一般住民を対象とし

た災害伝承の特性について分析・考察した研究は十分に

蓄積されていない．その理由として、生活防災と災害伝

承との関係について，これまで明らかにされてこなかっ

たためだと考えられる．こうした課題に対して，拙著9)

では、生活防災の観点からの災害伝承の効果として，災

害伝承の経験者は，地域の生活防災意識を通じて，地域

への態度や防災意識の醸成につながることを明らかにし

た．本稿では，この研究を受けて，災害伝承経験者の詳

細な特性や，地域住民が自然な形で受け継いでいる災害

伝承の内容特性を明らかにすることを試みている． 

以上から本稿では，災害伝承経験者の地域内で受け継

がれている災害伝承・被伝承の内容を分析し，その特性

について把握した基礎的研究として位置づけられる． 

 

(3) 本論の構成 

第２章では，研究対象地域の概要や，文献から研究対

象地域における過去の災害の被害状況について述べる．

また，過去の自然災害の伝承の抽出方法として採用した

アンケート調査の概要や回答者属性について述べる．第

３章では，研究対象地域における過去の自然災害の伝承

経験者の特性について把握する．第４章では，アンケー

ト調査で抽出した自然災害の伝承・被伝承の内容を分類

する．さらに，分類毎に伝承・被伝承内容の傾向を明ら

かにするとともに，傾向について考察していく．第５章

では，本稿の総括として，第２章から第４章で得た知見

についてまとめていく． 

 

2 調査の概要 

 

(1) アンケート調査の概要 

本稿では地域で受け継がれている災害伝承・被伝承の

内容を抽出する方法として，アンケート調査により過去

の自然災害の伝承・被伝承の内容を記述してもらう形式

を採用した．これは，アンケート調査により，回答者か

ら文字で記述してもらうことで伝承・被伝承内容を客観

的に抽出できるからである． 

アンケートの配布は，阿南市福井町に属する全自主防

災組織の代表者による託送を行い，全戸配布した．なお，

福井町に18団体ある自主防災組織は，阿南市福井町の全

住民が加盟している．配布は2011年12月5日に行い、回

収締め切りを2011年12月16日とした．配布にあたっては，

家族の代表者だけでなく，なるべく多くの世代が記入し

てもらえるように，各家庭に2部ずつ配布した．その結

果，1520部（760世帯）配布し，有効回答数は430部

（234世帯），有効回収率は28.3％となった．アンケート

調査では，回答者の個人属性（性別，年齢，職業，居住

年数）と，伝承に関する項目，態度・行動に関する項目

を設問にした．伝承に関する項目では，研究対象地域に

おいて，特に自然災害の被害を受けて，伝承の経験があ

ると思われる、昭和南海地震，昭和チリ地震，風水害の

直接経験・伝承経験・被伝承経験の有無，伝承・被伝承

内容を把握していった．態度・行動に関する項目につい

ては，生活防災行動，防災意識，地域への態度，地域の

ネットワーク，地域での防災対策，家庭での防災対策，

東日本大震災での避難行動を把握していった． 

 

(2) 回答者属性 

 表-1にアンケート回答者の個人属性を示している．女

性よりも男性の回答者がやや多く、60歳以上の回答者が

最も多いものの、福井町の高齢化率が32.37%（平成22年

の国勢調査の数値）を考慮すると、偏りがない数値であ

る．職業は主婦・パートが最も多く，次いで，自営業 

となっている．居住年数は50年以上の割合が最も多く，

10年未満の割合が最も少ないことから，地域内の流出入

が少ない地域であると言える． 
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(3) 研究対象地域の概要  

昭和南海地震・昭和チリ地震・風水害等の自然災害の

被害を受けてきた徳島県阿南市福井町をアンケート調査

の対象とした（図-1）．福井町は，阿南市の南部に位置

し，徳島県那賀郡那賀町や徳島県海部郡美波町と隣接し

ている．地域特性を見ると，農村集落が広がっており，

農林漁業従事者は約15.2%（平成22年国勢調査）となっ

ているものの，農業をしながら第二・三次産業に従事す

る兼業農家が多い地域である．町の中心を福井川とその

支流が流れているため，河川改修等の治水事業がこれま

で整備されてきた10）ものの，福井川流域の風水害被害

が頻発している． 

  阿南市福井町における過去の自然災害の被災状況に

ついて述べていく．昭和南海地震では，福井川沿いに海

水が遡上して，大宮の神宮寺でも前の石垣まで浸水した

といった記録が残されている．昭和チリ地震においては，

福井町大原地区では，約5ｍの高さの津波があったとい

う記録が報告されている．また、南海トラフ巨大地震に

おける津波浸水予測11)では，福井川河口付近で到達時間

97分，最大8.2mの津波浸水高の想定が予測されている．

また，東日本大震災において福井町湊地区で3.1mの浸水

被害を受けたことが報告されている．風水害においても，

平成20年6月29日に発生した低気圧で浸水被害を受けた

ことから，風水害の被害も多いことがわかる．表-2に徳

島県阿南市で被害を受けた風水害の概要一覧を示してい

る． 

 

3. 過去の自然災害の伝承経験者の特性把握 

 

 研究対象地域における，自然災害に関する伝承・被伝

承の実態について把握していく．表-3に昭和南海地震・

昭和チリ地震・風水害の直接経験，伝承経験，被伝承経

験の有無の単純集計を示す．昭和南海地震・昭和チリ地

震・風水害の直接経験の有無について，昭和南海地震は

18.2％と少なく，風水害については56.7％と半数以上の

結果となった．これは，昭和南海地震の発生年代が1946

年であり，発生当時に生まれていない，あるいは研究対

象地域にいない人々が多いからだと考えられる．風水害

の被災経験が半数を超えたのは，前章の表-2で示した通

り，阿南市において風水害が頻発しているからだと考え

られる． 

 災害伝承・被伝承の対象者数とその割合を表-4に示す．

伝承経験は，昭和南海地震・昭和チリ地震の伝承経験者

は，息子・娘への伝承が一番多く，二番目に孫，三番目

に近所の方と続いていく．一方で、風水害は、息子・娘

への伝承が一番多いものの，孫よりも近所の方への伝承

が多いことが判断できる．被伝承経験は，昭和南海地震， 

 

表-1 回答者の個人属性 
度数 割合 度数 割合

男性 222 54.7% 会社員・公務員 92 22.7%

女性 184 45.3% 自営業 95 23.5%

29歳以下 14 3.2% 主婦・パート 160 39.5%

30歳代 18 4.2% 無職 58 14.3%

40歳代 43 10.0% 10年未満 37 9.6%

50歳代 77 17.9% 10年-20年 41 10.5%

60歳代 155 36.0% 20年-30年 45 11.5%

70歳以上 102 23.7% 30年-40年 46 11.7%

40年-50年 46 11.7%

50年以上 177 45.2%

属性項目

居住年数

職業

属性項目

性別

年齢

 

 

 

図-1 研究対象地域の地図 

 

表-2 阿南市で被害を受けた風水害の一覧 
原因 被害内容

寒冷前線

阿南市長生町の岡川が増水し、床上浸水、阿南市２棟２世帯、羽ノ浦町１棟

１世帯。床上浸水、阿南市14棟12世帯、羽ノ浦町１棟１世帯。阿南市で３

世帯が近くの中学校に避難。道路冠水で４か所が通行止め。ＪＲ牟岐線（徳

島－牟岐）特急１便・牟岐－海部４便運休。

台風三号

ひょう害、21日午後15時15分頃阿南市や那賀郡那賀川町で家屋が破損し

た。羽ノ浦町岩脇で駐車場の塩化ビニール屋根に約6cmの穴が開いた。阿南

市下大野町松ノ本の葉たばこ畑で約5cmのひょうが葉に当たり茎が折れるな

どの被害。

低気圧

11時30分～13時57分と16時35分～20時54分に牟岐線の阿南駅－牟岐

駅の間で上下７本運休。阿南市富岡町の国道55号線で200mにわたり冠

水、6日14時から23時まで通行止め。阿南市見能林町県道で6日午後から7

日6時まで通行止め。家屋一部破損、阿南市１棟。床上浸水、阿南市21棟。

床下浸水、阿南市169棟。堤防決壊、阿南市山口町の嵐谷川で10mにわた

り決壊し、隣接した田に土砂が流入。道路損壊、阿南市3か所。山腹崩壊・

落石、阿南市1か所。農作物被害、冠水や浸水で阿南市内のさつまいも、ハ

ウスミカン、水稲に1,100万円の被害。

台風19号 阿南市で床下浸水。停電、阿南市で16日14時43分より数十分～数時間。

低気圧

山腹崩壊、30日未明阿南市大井町の県道阿南－鷲敷－日和佐線北側の山腹

が高さ3m、幅20mにわたり崩壊。土砂が約1,000立方メートル崩れ落ちた

ため全面通行止め。

台風6号
29日、床上浸水、阿南市61棟。床下浸水、阿南市445棟、羽ノ浦町22

棟。山腹崩壊29日阿南阿瀬比町阿瀬比峠。

台風15・14号

非住家一部損壊、阿南市椿泊町東１棟。床上浸水、阿南市伊島、富岡で３

棟。床下浸水、阿南市伊島、富岡、宝田で28棟。阿南市椿泊町東で裏山崩

壊、空き家に土砂侵入、付近住民自主避難5世帯11人。

低気圧
10日、床下浸水、阿南市64棟。ＪＲ牟岐線、阿南～海部間運休（始発～7

時15分）

台風6号

強風で割れたガラスで徳島市と阿南市の二人が軽傷。道路の通行止めによ

り、阿南市椿町高瀬など4地区の系45世帯が孤立。ＪＲ牟岐線阿南－海部間

は、19日終日運転見合わせ。阿南市では、5世帯8人が自主避難。床上浸

水、阿南市で55棟。床下浸水、阿南市149棟。

台風10号 阿南市で負傷者1名（強風により転倒）　床下浸水5棟

台風16号
阿南市で負傷者2名（強風により転倒、強風で割れたガラスで負傷）　床下

浸水1棟

寒冷前線 徳島市・阿南市を中心に32,300戸停電

平成16年10月20日～21日 台風23号
西池田地区17世帯51人、加茂町29世帯91人、吉井町9世帯、31人に避難

勧告発令。床上浸水42棟、床下浸水98棟。

台風14号 加茂町29世帯91人、吉井町59世帯、223人に避難勧告発令。

低気圧 集中豪雨により椿泊地区床上浸水2棟、床下浸水6棟。

低気圧 集中豪雨により新野地区床上浸水2棟、床下浸水100棟。

低気圧
集中豪雨により福井地区床上浸水8棟、床下浸水66棟。福井町大西地区67

世帯、128人に避難勧告発令。

平成20年4月10日

平成20年6月29日

平成13年10月9日～10日

平成16年6月19日～22日

平成16年7月31日～8月1日

平成16年8月27日～28日

平成16年9月1日

平成17年9月6日～７日

平成19年７月10日～11日

平成9年9月6日

平成9年9月14日～17日

平成9年11月28日～30日

平成11年6月29日～30日

平成12年9月8～16日

平成7年5月11日～12日

平成7年7月21日～23日

発生年月日

 

 

表-3 直接経験・伝承経験・被伝承経験の単純集計 

度数 割合 度数 割合

あり 78 18.2% あり 144 34.4%

なし 351 71.8% なし 274 65.6%

あり 99 23.1% あり 122 29.3%

なし 329 76.9% なし 272 70.7%

あり 273 64.5% あり 199 48.9%

なし 150 35.5% なし 208 51.1%

あり 236 56.7%

なし 180 43.3%

あり 206 49.8%

なし 208 50.2%

あり 176 43.5%

なし 229 56.5%

被伝承

経験

昭

和

南

海

地

震

昭

和

チ

リ

地

震

風

水

害

直接・伝承・被伝承

経験の有無

直接・伝承・被伝承

経験の有無

直接経験

伝承経験

被伝承

経験

直接経験

伝承経験

直接経験

伝承経験

被伝承

経験
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昭和チリ地震は父親・母親からの被伝承が一番多いもの

の，風水害は近所の方からの被伝承が一番多いことが読

み取れる．このことから，家庭内だけでなく地域単位で

災害伝承がなされていることがわかる． 

個人属性による伝承・被伝承経験の差を把握するため

に， 個人属性（性別、年齢、職業、居住年数）と各災

害の直接・伝承・被伝承経験とのカイ2乗検定を実施し

た．カイ２乗検定の結果を表-6に示す．その結果，年齢

については各災害の直接・伝承・被伝承経験ともに１%

以下の有意差を示した．性別については，昭和チリ地震

の直接経験は1％以下の有意な差を示した他は，有意な

差を示さなかった．職業については，昭和南海地震の直

接経験・伝承経験は1％以下の有意な差を示し，昭和チ

リ地震の直接経験・伝承経験は5％以下の有意な差とな

った．居住年数については，全ての直接経験と，昭和南

海地震の伝承経験・被伝承経験と昭和チリ地震の直接経

験・伝承経験に1％以下の有意な差が得られた．  

 次に，災害伝承・被伝承への関心度合いを把握した

（表-7）．平均値の最高点は5点で，得点が高いほど関

心度合いが高くなるよう点数化した．伝承・被伝承とも

に，平均値が4.0を超えていることから，関心が高いこ

とが判断できる．これを踏まえて，災害伝承・被伝承経

験の有無による，災害伝承の関心度合いを把握した（表

-8）．各災害の伝承・被伝承経験ともに有意な差を示し

ている．また，「伝えてみたい」と答えている人の，各

災害の伝承経験・被伝承経験の割合がおおむね高いこと

が伺える．そのため，伝承経験・被伝承経験を有する人

ほど，災害伝承に関心があることが示唆された． 

 最後に，災害伝承経験と災害伝承への関心の有無によ

る態度・行動の差を把握した．災害伝承への関心につい

ては，アンケート調査による災害伝承への関心度合いの

平均値が4.01であるために，回答結果が4.0以上である伝

承の関心が高いグループと，回答結果が4.0未満の伝承

の関心が低いグループに分類した．態度については，防

災意識，地域への態度を指標に用いた．行動については， 

生活防災行動，地域のネットワーク，地域での防災対策，

家庭での防災対策，東日本大震災での避難行動を指標に

用いた．生活防災行動・防災意識・地域への態度につい

ては，各因子に寄与する項目得点（5件法）の平均点を

代入した．地域のネットワークについては，「顔見知り

程度（点数×1）－挨拶や立ち話ができる程度（点数×

2）－生活面で協力し合える等の親しい程度（点数×

3）」の3項目について，何人くらいの知人がいるのかを

4つの選択肢（いない（1点）、数名（2点）、10人程度

（3点）、それ以上（4点））とし，その合計手数を代入

した．地域での防災対策については，地域の避難訓練の

参加状況（参加していない：0点，参加した：1点）を点

数化した．家庭での防災対策については，表-9に災害伝 

表-4 災害伝承・被伝承の対象者 

祖父 祖母 父親 母親 息子 娘 孫 ひ孫 親戚 近所の方 その他

2 2 7 6 66 56 44 2 19 41 19 264
1% 1% 3% 2% 25% 21% 17% 1% 7% 16% 7% 100%
46 50 94 124 9 14 8 7 34 90 34 510
9% 10% 18% 24% 2% 3% 2% 1% 7% 18% 7% 100%

2 3 4 5 79 69 47 3 26 43 28 309
1% 1% 1% 2% 26% 22% 15% 1% 8% 14% 9% 100%
20 23 68 61 4 5 2 0 24 90 51 348
6% 7% 20% 18% 1% 1% 1% 0% 7% 26% 15% 100%

6 6 16 30 108 100 48 3 51 78 54 500
1% 1% 3% 6% 22% 20% 10% 1% 10% 16% 11% 100%
24 32 70 65 3 2 24 1 18 86 22 347
7% 9% 20% 19% 1% 1% 7% 0% 5% 25% 6% 100%

災害の伝承・
被伝承の対象

伝承・被伝承対象者
合計

伝承
経験

被伝承
経験

被伝承
経験

伝承
経験

被伝承
経験

昭和南海
地震

昭和チリ
地震

風水害

伝承
経験

 

 

表-5 個人属性と伝承・被伝承経験とのカイ2乗検定 

直接経験 伝承経験 被伝承経験 直接経験 伝承経験 被伝承経験

カイ２乗 2.925 0.890 0.003 9.561 0.607 0.651
有意確率 **
カイ２乗 95.772 87.559 20.449 76.637 52.123 21.258
有意確率 ** ** ** ** ** **
カイ２乗 24.112 21.113 3.142 9.901 8.279 2.821
有意確率 ** ** * *
カイ２乗 27.915 24.537 20,787 48.697 21.779 9.637
有意確率 ** ** ** ** **

直接経験 伝承経験 被伝承経験

カイ２乗 0.010 0.031 0.128
有意確率
カイ２乗 15.168 14.431 17.928
有意確率 * * **
カイ２乗 1.886 1.781 0.283
有意確率
カイ２乗 19.874 13.661 9.373
有意確率 **

風水害

昭和南海地震

性別

年齢

職業

居住年数

昭和チリ地震

性別

年齢

職業

居住年数

*：p < .05, 　**：ｐ < .01  

 

表-6 災害伝承・被伝承の関心度合い 

設問 有効回答数 平均値 標準偏差
伝承関心 381 4.01 1.065
被伝承関心 381 4.23 1.041  

 

表-7 災害伝承・被伝承経験の有無による 

災害伝承の関心度合い 

伝えてみたい
少し伝えて

みたい
どちらとも
言えない

あまり伝えたく
ない

伝えたくない 合計
有意
確率

121 50 104 10 7
41.4% 17.1% 35.6% 3.4% 2.4%

56 11 16 3 2
63.6% 12.5% 18.2% 3.4% 2.3%

43 25 51 7 5
32.8% 19.1% 38.9% 5.3% 3.8%

133 36 68 6 4
53.8% 14.6% 27.5% 2.4% 1.6%

105 44 99 13 6
39.3% 16.5% 37.1% 4.9% 2.2%

71 17 21 0 3
63.4% 15.2% 18.8% 0.0% 2.7%

67 29 76 6 5
36.6% 15.8% 41.5% 3.3% 2.7%

104 32 41 7 4
55.3% 17.0% 21.8% 3.7% 2.1%

64 28 80 7 4
35.0% 15.3% 43.7% 3.8% 2.2%

112 32 39 6 4
58.0% 16.6% 20.2% 3.1% 2.1%

68 34 86 9 6
33.5% 16.7% 42.4% 4.4% 3.0%

103 27 31 3 3
61.7% 16.2% 18.6% 1.8% 1.8%

昭和南海
地震

伝承
経験

なし
**

あり

あり

被伝承
経験

なし
**

昭和チリ
地震

伝承
経験

なし
**

あり

被伝承
経験

なし
**

あり

風水害

伝承
経験

なし
**

あり

193

203

167

あり

被伝承
経験

なし
**

112

183

188

183

292

88

131

247

267

 

 

承経験と災害伝承への関心の有無による態度・行動の差

を示している．地域への態度について，各災害の伝承経

験ともに10％以下の有意差を示した．家庭での防災対策

については，6つの項目（飲料水・食料の常備の有無，

避難に役立つ備品の常備の有無，救急セットの常備の有

無，ハザードマップの所持の有無，災害保険の加入の有

無，その他家庭での対策）について，各項目で1つ取り

組んでいれば1点とし，最高で6点となるよう点数化した． 

東日本大震災発生時の避難行動について，避難の有無 

（避難していない：0点，避難した：1点）を点数化した． 

表-8に災害伝承経験と災害伝承への関心の有無によ 

る態度・行動の差を示している．地域への態度について 

は，各災害の伝承経験ともに10％以下の有意差を示した． 
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防災意識については，昭和チリ地震・風水害の伝承経験

で5％以下の有意差を示した．また，地域への態度，防

災意識ともに，伝承経験があり，伝承への関心がある人

ほど，地域への態度や防災意識が高い傾向にあることが

示唆された． 

 各行動についても，伝承経験があり，伝承への関心が

ある人ほど高い傾向にあることが判断できた．生活防災

行動については，地域での生活防災は各災害の伝承経験

ともに1％以下の有意な差を示した．家庭での生活防災

は昭和南海地震・風水害の伝承経験で5％以下の有意な

差，昭和チリ地震の伝承経験で1％以下の有意な差を示

した．一方で，資材の生活防災は全ての項目において有

意な差を示さなかった．地域のネットワークについては，

風水害で5％以下の有意な差を示した．また，地域での

防災対策は，昭和南海地震で10％以下の有意な差を示し，

家庭での防災対策については，昭和南海地震・風水害で

1％以下の有意な差を示した．一方で，東日本大震災で

の避難行動については有意な差を示さなかった．  

 

4. 災害伝承の内容特性 

 

(1) 調査の方法 

アンケート調査で抽出した，昭和南海地震・昭和チリ

地震・風水害の伝承・被伝承内容をＫＪ法により分類し

た．分類した結果，大まかに「地域と関連した内容」，

「家庭や日常生活と関連した内容」，「資材と関連した

内容」，「災害のみを示した内容」，「その他」の5つ

に分類することができた．さらに，「地域と関連した内

容」，「家庭や日常生活と関連した内容」、「資材と関

連した内容」はそれぞれ時間軸に応じて被災前，被災状

況，被災後の時間軸によっておおむね区分することがで

き，「地域特性を踏まえた避難行動や被災前の地域の様

子」，「被災後の地域の様子」，「被災後の地域の様子

や教訓」，「家庭での避難行動や，被災前の家庭での状

況」，「自宅の被害状況や、災害時の家庭での様子」，

「被災後の家族での様子」，「資材を活用した避難行動

やその経験から得られる教訓」，「資材を活用した避難

行動や，被災前の資材の避難に関する様子」，「資材を

活用した被災後の様子」の９項目に細分化することがで

きた．また，「災害のみを示した内容」は，「災害の側

面のみを考慮した教訓」，「災害の描写や被害状況」の

２項目に細分化することができた．アンケート調査で抽

出した伝承・被伝承内容は，12項目に分類できた．重複

している項目は，どちらの項目にも分類することにした．

次項では，伝承・被伝承の具体的な内容をみていく． 

 

(2) 自然災害の伝承・被伝承の内容特性 

a) 地域と関連した内容  

地域と関連した自然災害の災害伝承・被伝承の全内容 

を見ていくと，「地域特性を踏まえた避難行動や，被災

前の地域の様子」については，昭和南海地震・昭和チリ

地震の伝承・被伝承内容が多く，風水害の伝承内容につ

いてはあがっていなかった．「高い所にあるお寺へ逃げ

た．」（昭和南海地震被伝承経験）や「自転車で通学し

ていたが、目の前に山の様な津波が現れ山路に逃げ

た．」（昭和チリ地震伝承経験）といったように津波の

来襲の際での避難行動に関するものが多いことがわかる． 

「地域の被害状況」については，全分類の中で一番多く

あがっており，その中でも風水害の伝承内容が一番多く

あがっていた．その理由として，研究対象地域において

風水害が頻発しているため，事前の対策が生活習慣とし

て根付いているため，伝承につながっていると考えられ

る．内容をみると，「福井川の大原橋が流された．」

（昭和南海地震の被伝承内容）や「大雨が降ると家の裏

の谷が滝のようになる．」（風水害の伝承内容）といっ

たように，被災当時の様子や被害状況等が多くあげられ

ていることがわかる．また，伝承内容の多くは「早朝5

時頃，露田橋を渡っていたら，川の水が濁って，逆流し

表-8 災害伝承経験と災害伝承への関心の有無による態度・行動の差 

地域への態度 防災意識 地域での生活防災 資材の生活防災 家庭での生活防災 地域のネットワーク 地域での防災対策 家庭での防災対策
東日本大震災での

避難行動

関心なし 3.95 3.25 3.28 2.13 3.56 16.21 0.43 0.93 0.78
関心あり 4.22 3.73 3.66 2.06 3.64 17.82 0.58 1.38 0.80
関心なし 4.43 3.64 3.70 2.16 3.85 14.33 0.30 1.53 0.67
関心あり 4.46 4.15 3.99 2.23 3.97 18.06 0.45 1.63 0.88

4.18 3.64 3.59 2.12 3.68 17.16 0.49 1.28 0.80

* ** * 0.07 **
関心なし 3.93 3.27 3.29 2.12 3.59 15.69 0.38 0.99 0.78
関心あり 4.20 3.66 3.56 2.03 3.61 17.57 0.58 1.39 0.80
関心なし 4.41 3.45 3.54 2.19 3.63 17.13 0.54 1.13 0.71
関心あり 4.42 4.19 4.06 2.21 3.94 18.33 0.48 1.55 0.86

4.18 3.64 3.58 2.11 3.68 17.13 0.49 1.28 0.80

* ** ** **
関心なし 4.01 3.13 3.19 2.09 3.49 15.82 0.40 0.87 0.76
関心あり 4.15 3.66 3.49 2.04 3.58 17.09 0.56 1.15 0.78
関心なし 3.99 3.68 3.60 2.18 3.82 16.65 0.43 1.33 0.79
関心あり 4.37 3.98 3.91 2.13 3.84 18.49 0.54 1.68 0.84

4.18 3.65 3.59 2.10 3.69 17.26 0.50 1.30 0.80

0.09 ** ** * * **
※　*：p<0.01，**：p<0.05，p<0.1は有意確率を表中に直接記入

態度 行動

風水害

有意差

昭和南海
地震

有意差

昭和チリ
地震

有意差

平均

伝承経験
あり

伝承経験
なし

伝承経験
あり

伝承経験
なし

伝承経験
あり

平均

平均

伝承経験
なし
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ていて驚いた．津波が大きくなったのは，6時40分のバ

スが出発してからで，土井崎付近で波しぶきが上がって

いるのが大西から見えた．」（昭和チリ地震の伝承内

容）や「福井町湊は大雨が降ると大水が出て，家の方は

床上はしなかったが工場や車が水に浸水され大変被害を

受けた．」（風水害の伝承内容）といったように具体的

な地名や，その時の行動等が具体的に描写して伝えてい

るものが多いが，被伝承内容をみると，「中学校に船が

来た．」（昭和チリ地震の被伝承内容）や「福井川の大

原橋が流された．」（昭和南海地震の被伝承内容）とい

ったように地域の様子や被害状況が端的に示されている

内容が多く，話し手にとっては地名や被災当時の状況や

行動なども含めて伝えているものの，聞き手にとっては

インパクトのある地域の被災当時の様子や被害状況のみ

が記憶に残りやすいことが考えられる． 

「被災後の地域の様子」については，風水害よりも津

波に関するものが多く，とりわけ，風水害の被伝承内容

に関するものはなかった．その理由として，津波による

被災後の地域の様子が，日常では想像がつかない状況と

なっており，その状況について誰かに伝えやすく，また

記憶に残りやすいからだと考えられる．内容についてみ

ると，「大雨で畑がつかった．」（風水害の伝承内容）

や「近くの親戚の人達が色々と援助してくれた．」（昭

和南海地震の被伝承内容）といったように，地域の被害

状況や，地域ぐるみでの救援の様子が多くあがった．ま

た，「船や魚が打ち上げられた．」（昭和南海地震の伝

承内容）や「福井町では真珠が流れて来たこと．」（昭

和チリ地震の伝承内容）といったように日常生活では想

像がつかないような状況についての描写も多くあがって

いた． 

 

b) 家庭や日常生活と関連した内容  

家庭や日常生活と関連した自然災害の伝承・被伝承の

内容の特性を見ていく．「自宅が被害を受けている様子

や災害時での家庭での状況」については，風水害の伝

承・被伝承の内容のみあがっており，昭和南海地震・昭

和チリ地震の伝承・被伝承内容についてはあがっていな

かった．その理由として，研究対象地域において風水害

が頻発していることに加え，天気予報やニュース等で繰

り返し事前に対策を促していて，それが生活習慣となっ

ているため，伝承につながるからだと考えられる．内容

を見ると，「流れそうなものを道等からのける．」（風

水害の被伝承内容）や「激しい雨が降ると畳をあげるよ

うにしている．」（風水害の伝承内容）といったように，

風水害に備えて事前に準備している様子が多くあげられ

ていることがわかる． 

「自宅の被害状況や，災害時の家庭での様子」について

は，各伝承・被伝承内容ともに，万遍なくあがっていた．

内容をみると，「家の床上や，ふすまの上部まで水がき

た．」（昭和南海地震の被伝承内容）や「家屋の１ 

階が床下浸水した．」（風水害の伝承内容）といったよ

うに，自宅内で浸水した場所についての内容や，「今ま

で川の下流に住んでいるため大水にあったが、庭までの

浸水で座上は免れた．」（風水害の伝承内容）といった

家屋の被害状況についての内容が多いことがわかる． 

「被災後の家庭の様子」についても，各伝承・被伝承と

もに万遍なくあがっているものの，内容数は多くあがっ

ていなかった．内容をみると，「津波が来て，１階の部

屋のタンスを２階にあげて大変であったこと．」（昭和

チリ地震の被伝承内容）や「道路が浸かり，学校を休ん

だこと．」（風水害の伝承内容）といったように，被災

後の日常生活の様子についての内容が多くあがっていた． 

 

c) 資材と関連した内容 

資材と関連した自然災害の伝承・被伝承内容の特性を

見ていく．「資材を活用した避難行動や，被災前の資材

の避難に関する様子」については，風水害の被伝承内容

が最も多く，次いで，風水害の伝承内容，昭和南海地

震・昭和チリ地震の被伝承内容と続いていることから，

風水害に関する内容が多い傾向にあることがわかる．内

容を見ると，「家屋はどうにもならないので，車は高台

に移動している．」 ｆ（風水害の被伝承内容）といっ

た過去の災害経験から得られた事前対策の教訓や，「大

潮の時と雨が重なる時は必ず車を高台へ移動させる．倉

庫のシャッターを閉める．」 （風水害の伝承内容）と

いった避難の際に得られた教訓が多いことがわかる． 

「資材の被害状況」については，各伝承・被伝承内容と

もに多くはないものの，各分類ともに万遍なくあがって

いた．内容を見ると，「春作のトマト、キュウリ等の畑

が海水に浸かった．」（昭和チリ地震の伝承内容）や

「井戸水が飲み水としてしばらく使用できない．」（風

水害の被伝承内容）といったように，農作物や資材の被

害状況等に関するものがほとんどであった． 

「資材を活用した被災後の様子」については，昭和南海

地震の被伝承内容が最も多いものの，昭和南海地震・昭

和チリ地震の伝承内容はあがっていないことがわかる．

内容をみると，「お米をもって避難し，にぎりめしを作

って，みんなで２日位しのいだこと．」や「竹林の自分

の山でごはん等を炊いて過ごしたと聞いています．」

（いずれも昭和南海地震被伝承内容）といった資材を活

用した避難生活に関する内容が主だった．その理由とし

て，昭和南海地震当時は，第二次世界大戦直後の混乱期

だったことや，非常食や非常持ち出し品袋等の非常道具

が現在ほどほとんど普及せずに，避難生活で苦労してい

るからだと考えられる． 
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 d) 災害のみを示した内容・その他 

 災害のみを示した自然災害の災害伝承・被伝承内容と

その他の内容の特性を見ていく．災害のみを示した内容

をみると「災害の側面のみを考慮した教訓」については，

昭和南海地震の伝承内容についてはあがっていなかった

ものの，それ以外についてはあがっていた．特に，昭和

南海地震・昭和チリ地震については，伝承内容よりも被

伝承内容が多くあがっている傾向にあった．これは，災

害当時の様子よりも，災害のみを考慮した教訓は記憶に

残りやすいことや，教訓の部分のみを解釈して記憶する

傾向にあるからだと考えられる．内容を見ると，「大雨

が降ると逃げる用意をしとけ．」（風水害の伝承内容）

や「津波の情報を早く正確に知ることが大切だ．」（昭

和チリ地震の被伝承内容）といったように防災に関する

普遍的な知識が内容として多くあがっているものの，な

かには「気をつけるが，特段の措置はない．」（風水害

の被伝承内容）や「高台にあるので津波は心配ない」

（昭和南海地震の被伝承内容）といったように，経験を

頼りにしすぎて，間違った教訓が広く伝承されているこ

とが確認できた．「災害の描写や被害状況」をみると，

各伝承・被伝承内容ともにあがっているが，特に昭和南

海地震の被伝承内容について多くあがっていた．内容を

見ると，津波が時間がかかって，遠くからきた．」（昭

和チリ地震の被伝承内容）や「山崩れが生じ死者が５～

６人あった．昭和27年の豪雨．」（風水害の被伝承内

容）といったように，災害の被害状況や，災害の描写に

ついての内容が多くあがっていた． 

 「その他」をみると，「当時は阿南市には住んでいな

かった． 」（昭和南海地震の伝承内容）や，「子供だ

ったので覚えていない．」（昭和南海地震の被伝承内

容）といったように，災害を経験していない趣旨の内容

が多くあがっていった．また，「災害訓練で消防団員か

ら説明を聞いた．」（昭和チリ地震の被伝承内容），

「ニュース等での内容．」（風水害の被伝承内容）のよ

うに，伝承の聞き手や媒体についてのみ答えている内容

もあがっていた． 

 

e) 考察 

以上の結果を踏まえて，各伝承・被伝承内容の特性に

ついてまとめるとともに，その特性について考察してい

く．地域で受け継がれてきた昭和南海地震・昭和チリ地

震・風水害の伝承・被伝承内容を抽出し，それらをＫＪ

法に分類したところ，「地域と関連した内容」、「家庭

や日常生活と関連した内容」，「資材と関連した内容」、

「災害のみを示した内容」，「その他」，の５つに分け

ることができた． 

伝承・被伝承の内容をみると，災害特性によって伝

承・被伝承の内容が異なる傾向にあることが把握できた．

風水害については，地域の被害状況や，資材や家庭での

事前準備に関する様子について，より伝承される傾向が

示唆された．その理由として，研究対象地域において風

水害が頻発しており，地域住民が風水害の被害の様子を

容易に想像することができ，また，天気予報やニュース

等で繰り返し対策を促していることから，事前に備える

ことが生活習慣として根づいているからだと考えられる．

また，昭和南海地震・昭和チリ地震の津波については，

被災状況だけでなく，被災後の地域の様子についてより

伝承され，記憶に残る傾向があることが示された．その

理由として，津波で地域で被災したことで，日常では想

像がつかない状況が起こり，その状況について誰かに伝

えやすく，記憶に残りやすいからだと考えられる． 

また，伝承内容と被伝承内容とでは性質が異なる傾向

にあることが示唆された．伝承内容として、地名や当時

の様子や行動も含めて伝える傾向にあるが，被伝承内容

として，被災当時の状況や被害状況についてのみ記憶が

残る傾向にあることが示された．これは，聞き手にとっ

て馴染みがある場所での様子や被害状況はインパクトが

強く，記憶に残る傾向にあるからだと考える． 

地域で受け継がれてきた過去の自然災害の伝承の中には，

自然災害の知識の観点から間違ったものが見受けられた．

その理由として，地域の人々が被災経験をそのまま伝え

ているからだと考える．そのため，専門家が地域に入っ

て，こうした経験を地域の災害教訓として昇華させる必

要があると考える． 

また，いずれの伝承・被伝承の内容においても，自然

災害の描写や災害の側面のみを考慮した教訓等の災害に

ついて全面に打ち出した内容については，「地域に関す

る内容」，「家庭や日常生活に関する内容」，「資源に

関する内容」よりも回答数が少なかった．そのため，地

域で受け継がれてきた過去の自然災害の伝承・被伝承は，

災害のみを打ち出した内容よりも，地域，家庭や日常生

活，資材と密接に関係して伝承する，あるいは人々の記

憶に残っていることが示唆されたと言える．このように、

防災・減災を日常生活や地域特性等の延長線上に位置づ

けたものとして，矢守は，「生活防災」を提唱している．

生活防災とは，「生活総体に根差した，防災・減災実践

のことであり，生活文化として定着した防災・減災の基

本原則」と定義10)されている．矢守は，これまでの防災

施策や技術の意義は認めるものの，地域性や財政といっ

た外部要因を考慮せずに，普遍的な理論から法則や最適

解を導き出すスタイルがとれていたものが多く，専門家

や行政に安全を委ねることよる安心感の確保により「正

常化偏見」といった心理的バイアスが生じてしまい，防

災意識の醸成につながらないことが多いと指摘し10)，そ

れを打破するための方法として生活防災の有用性を述べ

ている．また，石原ら11)は，津波常襲地域における生活
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防災意識の構造として「地域での生活防災」，「資材の

生活防災」，「家庭での生活防災」と３つの因子から構

成されていることを明らかにした． 

このように，抽出した自然災害の伝承・被伝承の内容

は，「地域と関連した内容」，「家庭や日常生活と関連

した内容」，「資材と関連した内容」に分類することが

できたが，これらは「地域での生活防災」，「家庭での

生活防災」，「資材の生活防災」と対応できるため，地

域で受け継がれている自然災害の伝承の多くは生活防災

の理念と一致しているものが多いことが示唆された． 

 

5. 結論 

 

本稿では，過去の自然災害の伝承経験者の特性と，過

去の自然災害の伝承・被伝承の内容を分析し，その特性

について把握した．その結果，以下の点を知見としてま

とめることができた． 

・災害伝承は，家庭内だけでなく地域単位で実施される

ことが示唆された． 

・伝承経験・被伝承経験を有する人ほど，災害伝承に関

心があることが示唆された． 

・伝承・関心と態度との関係を見ると，伝承経験があり，

伝承への関心がある人ほど，地域への態度が高い傾向に

あることが示唆された．また，昭和チリ地震・風水害に

ついては，防災意識が高い傾向にあることが示唆された． 

・伝承・関心と行動との関係を見ると，伝承経験があり，

伝承への関心がある人ほど，地域での生活防災行動や，

家庭での生活防災行動を実践する傾向にあることが示唆

された．また，昭和南海地震については，家庭での防災

対策，地域での防災対策を実践する傾向にあること，風

水害については，地域のネットワークが多く，家庭での

防災対策を実践する傾向にあることが示唆された． 

・地域で受け継がれてきた過去の自然災害の伝承・被伝

承内容を大きく分類すると，地域と関連した内容，家庭

や日常生活と関連した内容，資材と関連した内容，災害

のみを示した内容，その他の５つに分類できた． 

・災害特性によって伝承・被伝承内容が異なる傾向にあ

ることが示唆された．具体的には，風水害については，

地域の被害状況や，資材や家庭での事前準備に関する様

子について伝承される傾向にあることが示唆された．ま

た，昭和南海地震・昭和チリ地震の津波については，被

災状況だけでなく，被災後の地域の様子についても伝

承・被伝承傾向にあることが示された． 

・伝承内容と被伝承内容とで性質が異なる傾向にあるこ

とが示唆された。伝承内容として、地名や当時の様子も

含めて伝える傾向にあるが，被伝承内容として、被災当

時の状況や被害状況についてのみ記憶が残る傾向にある

ことが示された． 

・地域内で受け継がれている過去の自然災害の伝承・被

伝承の特性をみると，災害の側面のみを考慮した教訓や

災害の恐ろしさや被害状況といった災害について全面に

打ち出したものは少なく，家庭の様子や日常生活，地域

特性，資材と関連したものが多いことが把握できた．す

なわち，地域で受け継がれている過去の自然災害の伝承

の多くは生活防災の視点に立脚したものが多いことが示

唆された． 

・抽出した伝承・被伝承内容をみると，防災や自然災害

の普遍的な知識の面から間違って伝わっているものが見

受けられた． 

 

 今後の研究課題として，過去の自然災害の伝承・被伝

承の特性を踏まえて，技術者が地域に入って，こうした

伝承を広める具体的な取り組みや仕組みを開発・普及し

ていくことが望ましいと考える． 
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